
浜松市議会議員（中央区（旧東区））

鈴木まさと
寒さ厳しき季節、皆様におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。また、

鈴木まさとへのご支援・ご協力に心より御礼申し上げます。本年も、初心を忘れず、議員とし

ての責務を果たしてまいります。今後も、皆さまのご指導・ご鞭撻をお願いいたします。

まさとの日誌

元気な浜松を創ります！
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鈴木まさと後援会

鈴木まさと 携帯 090-3565-1811

メール genki.suzukimasato@gmail.com

まさとの注目ポイント

ご意見・ご質問は 鈴木まさと まで 私も出来る
SDGs →

東災害ボランティア連

絡会の一員として、市

民の皆さんに防災意

識を高めてもらう活動

となる「防災講座」を実

施しています。

防災講座では、想定される水害・地震被害を

説明し、その後、能登半島地震でも断水等で問

題となったトイレについて、凝固剤を使った携

帯トイレの説明と体験を行っています。

ブログ Facebook   Instagram

【災害に備えて】

静岡県は、携帯トイレについ

て、1日5回／人×

1週間（７日）×家族

人数分の備蓄を推

奨しています。

また、食料について、食べ慣

れた食品のローリ

ングストックでの

備蓄を推奨してい

ます。

11月定例会では、災害復旧事業、学校施設整備、子

育て・医療環境の充実などの予算として一般会計65

億400万円の補正予算を可決しました。

加えて、夏季の体育授業等におけるクールダウンや

避難所の生活環境改善のため、市内全小中学校140

校、および市立高等学校の体育館に大型スポット

クーラーを整備する債務負担行為も可決しました。

なお、小中学校体育館へのスポットクーラー整備は、

本年夏ごろに整備完了予定となっており、こどもた

ちの熱中症予防に役立つことが期待されます。

日々の活動報告

となります

4月 会派の政調会長を拝命

厚生保健委員会委員長（2年目）

委員会の円滑な

議事進行

10月24日

決算審査

締めくくり質疑

を実施

12月1日 自主

防災隊集合訓練

担当の笠井地区

をサポート

12月6日 代表質問に登壇

→裏面を見て

ください

大型スポットクーラーの例

防災講座を行っています

11月定例会

学校体育館スポットクーラー整備事業を可決
2024年振り返り



鈴木まさと（鈴木真人）プロフィール

豊西小学校、笠井中学校、浜松北高等学校、東京工業大学卒業、ヤマハ発動機株式会社退職

2019年4月市議会議員選挙初当選、2023年4月 ２期目当選 /会派：市民クラブ→

ご意見・ご質問は 鈴木まさと までお願いいたします。

電話 090-3565-1811/FAX 053-434-2826/mail：genki.suzukimasato@gmail.com 鈴木まさとブログ

まさとの提言
こどもまんなか社会の実現に向けてなどを質問

質問資料

１２月６日の代表質問では、こどもまんなか社会の実現、こどもの権利、子ども

アドボカシーなど９項目の質問を行い、自らの考えを意見・要望として主張しま

した。内容抜粋した報告は以下となります。（詳細は、右上のQRコードにてご確

認ください）

6.地域のための遊休資産の活用

今年度末で閉校となる天竜区佐久間町浦川小学校の地

元要望を受けた利活用について

回答 浦川小学校は、子供たちの学びの場に加え、地域

コミュニティの拠点施設として、重要な役割を担ってき

た。要望にある浦川小学校へのふれあいセンター移転に

関しては、地域の意向を踏まえ、所管部局において検討

していくよう伝えていく。

2. こどもが権利の主体となる社会を目指して

本市においてもこどもの権利に関する条例の検討が行われ

ている。①その検討にあたって、市民への周知、当事者であ

るこどもの意見を聴く取組みについて。②合わせてこどもの

人権を守るための権利擁護委員会の設置について。

回答 ①こどもの権利を条例の中で市民にわかりやすく伝え

ていくことは大変重要である。市民への周知やこどもなどの

参画は、こどもの権利について考えてもらう機会を提供して

いく。また、有識者や関係団体の代表等による条例の検討委

員会でも、丁寧に協議を重ねていきたい。

②こどもの権利の侵害に迅速かつ適切に対応し、権利の回

復を支援するために、相談窓口の開設、権利侵害の調査や、

勧告、要請を行うなどの役割が必要とされ、委員会等の設置

には、職務や権限、調査機関とのすみわけ、活動場所や人材、

第三者性の確保などが課題になる。他自治体の取組なども

参考に、本市の状況に即した権利擁護にかかる具体的な取

組について、条例の内容と合わせて検討していく。

質問内容

1. こどもまんなか社会の実現に向けて

4月に、「こどもなんか応援サポーター宣言」をした中野市長

に、こどもの権利の視点も含め、市長の目指すこどもまんなか

社会の目標を伺う。

回答 全てのこどもや若者が、生まれ育った環境や家庭の状況

に左右されることなく権利の擁護が図られ、将来に夢や希望

を持って自分らしく幸せに成長できる、「こどもまんなか社会」

の実現を目指していく。

意見 こどもが権利の主体であり、こども自身が権利のあるこ

とを理解する点も含め、策定中のこども計画への反映を期待。

3.子どもアドボカシーについて

2022年の児童福祉法改正により、社会的養護を必要とする

こどもの意見表明を聴く仕組みが定められた。こどもの声を

代弁する子どもアドボカシーの普及啓発と、そのはたらきを

するアドボケイトの養成・育成について

回答 社会的養護のもとで暮らすこどもに関わる関係者が、

こどもの権利擁護や意見表明等について理解を深め、こども

の立場に立って、その意見や思いをしっかりと受け止められ

るよう、こどもアドボカシーに関する研修や講演会等による

普及啓発の取組みを検討していく。

本年6月、こどもの権利擁護を目的として設立された民間団

体等とも連携して、人材の発掘や養成・育成に努め、こどもか

ら信頼されるアドボケイトの確保に取り組んでいく。

意見 利害関係のない第三者が、こどもの側に立って声を聴

き、意見表明をする子どもアドボカシーは、社会的養護を必要

するこどものみでなく、声をあげることが難しい子どもは

様々な場所にいると思われ、特に学校において子どもアドボ

カシーの取組みが必要と考えている。

4. 学校給食の危機的な状況への対応について

今年度は、国の交付金を活用した学校給食

への支援があるが、物価高騰で国の基準を

満たした給食の提供が限界にきている中、

来年度以降の対応について

回答 学校給食法に基づき、これまでどおり給食費を保護者

負担とすることを原則としながら、１１月閣議決定された「新

たな総合経済対策」に基づく重点支援地方交付金を活用し、

学校給食を提供していきたいと考えている。

5.遠州鉄道遠州西ヶ崎駅の交通結節点活用について

遠州鉄道と浜松市が高架化することで合意したことを受け、

バス・タクシーのロータリーを設け

るなど交通結節点としての活用に

ついて

回答 高架化事業との連携を図り

つつ、新たなバス路線の可能性に

ついて検討を行うなど、交通事業者とともに交通結節点の

機能向上に繋がる取組を進めていく。

意見 東西を結ぶ新たな公共交通が必要と考える。


